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 ２０２２年９月１０日（土）、名古屋市の JRゲートタワーカンファレン

スにおいてＪＲ連合青年・女性委員会「第３１回定期総会」を開催しまし

た。本定期総会は対面での議論の必要性を重んじて、総会委員については

現地参集、傍聴者はリモート併用としました。全国各地から１００名を超

える青年女性組合員が参加し、冒頭ではすべての鉄道事故によりお亡くな

りになられた方々へ哀悼の意を表すとともに、さらなる安全確立を誓い、

構成員全員で黙祷を捧げました。 

幹事会を代表し、沖畠議長（ＪＲ西労組）があいさつに立ち、安全の確

立、組織の強化・拡大、政治参画への必要性、仲間づくりや連帯強化の重要性等をこれまでの取り組み

をふまえて力強い挨拶がありました。来賓には、ＪＲ連合荻山会長をはじめ宮野局長（青女担当）と準

備単組であるＪＲ東海ユニオンより尾内中央執行委員長にお越しいただき、これまでの情勢や、ＪＲ連

合の取り組み、青年・女性委員会への期待と激励を込めた挨拶を賜りました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

共につき進もう ～全国の仲間と明るい未来へ～  

あいさつに立つ 

沖畠議長 

ＪＲ連合 

荻山会長ごあいさつ 

ＪＲ東海ユニオン 

尾内委員長ごあいさつ 

ごあいさつ 

総会委員議長団を務めた 

加藤 聖さん（東海ユニオン）        猿渡 祐太さん（九州労組） 
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議事次第に沿って、２０２１年度の活動を振り返り、安全の確立、より魅力ある組織作りなど、これ

まで取り組んできたことを深度化させる、２０２２年度の活動方針を提起しました。 

総会委員や特別委員から「安全」、「組織強化・拡大」、「政策課題」、「ユースラリーについて」「地協や

単組間交流の課題」、など延べ８名から質疑を受け、それぞれの質疑に対し幹事会答弁のあと、三浦事

務長が総括答弁を行いました。20２２年度のスローガン及び活動方針が満場一致で承認され、活動を

牽引する新たな幹事会体制が発足しました。総会アピールも満場一致で承認され、最後に沖畠議長の団

結ガンバローで「第３１回定期総会」を締めくくりました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

●２０２２年度 新役員体制  

役職 氏名 出身単組  

議長 沖畠  裕章 ＪＲ西労組 再 

事務長 三浦  寛顕 ＪＲ東海ユニオン 再 

幹事 

三星  輝之 ＪＲ北労組 再 

角  衣里香 ＪＲ東海ユニオン 新 

三宅美花子 ＪＲ西労組 新 

矢野  宏樹 ＪＲ四国労組 再 

稲葉   稜 ＪＲ九州労組 再 

石塚  大祐 貨物鉄産労 新 

●退任された役員 

 

 

 

 

 

 

 
 

役職 氏名 出身単組 

前幹事 

斉藤 道子 ＪＲ東海ユニオン 

大路 弘美 ＪＲ西労組 

鈴木 教仁 貨物鉄産労 

三浦事務長による 

総括答弁 

石塚新幹事による 

総会アピール 


